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詞林　第56号　2014年10月

は
じ
め
に

『
本
朝
文
集
』
巻
六
十
六
に
は
、
菅
原
為
長
（
一
一
五
八
〜
一
二
四
六
）

に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
文
章
が
何
点
か
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の

一
つ
、「
為
二
亡
男
某
一
修
二
冥
福
一
願
文
〈
代
二
法
印
宗
清
一
〉」（
亡
男
某
の

為
に
冥
福
を
修
す
る
願
文
〈
法
印
宗
清
に
代
わ
り
て
〉）
は
、
貞
永
元
年
（
一

二
三
二
）
に
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
宗
清
が
亡
息
の
た
め
に
供
養
を
お

こ
な
う
に
あ
た
り
、
為
長
に
執
筆
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。

宗
清
を
願
主
と
す
る
願
文
は
、
他
に
も
何
点
か
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
中
で
も
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
藤
原
定
家

に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
「
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
江
周
房
を
作
者
と
す
る
真
名
文
を
、
宗
清
の
依
頼

に
よ
っ
て
仮
名
文
に
改
め
た
定
家
筆
の
願
文
案
は
、
先
行
研
究
で
も

様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
、
為
長

が
執
筆
し
た
願
文
は
研
究
の
俎
上
に
ほ
と
ん
ど
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
菅
原
為
長
「
為
二
亡
男
某
一
修
二
冥
福
一
願
文

〈
代
二
法
印
宗
清
一
〉」
を
対
象
と
し
て
、
美
術
史
の
分
野
な
ど
に
も
目
を

配
り
な
が
ら
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
た
、
石
清
水
八
幡
宮
が
所
蔵
し
、

現
在
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
田
中
宗
清
関
係
願
文
に
つ
い
て

も
、
従
来
の
解
釈
に
お
け
る
誤
解
を
正
し
た
い
。

一　
「
宗
清
願
文
」
に
つ
い
て

石
清
水
八
幡
宮
別
当
家
の
宗
清
（
一
一
九
〇
〜
一
二
三
七
）
は
、
家
伝

文
書
や
記
録
を
ま
と
め
て
『
宮
寺
縁
事
抄
』
を
編
纂
し
た
人
物
で
あ
る
。

建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
に
道
清
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
建
久
九
年
（
一

一
九
八
）
に
出
家
。
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
に
権
少
僧
都
に
任
ぜ
ら
れ
、

同
三
年
（
一
二
〇
六
）
十
七
歳
で
、
道
清
の
死
去
に
伴
い
権
別
当
に
転

任
す
る
。
建
暦
三
年
（
一
二
一
四
）
に
は
法
印
に
叙
さ
れ
、
の
ち
に
検

校
と
な
り
、
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
に
四
八
歳
で
没
し
た）

1
（

。

『
明
月
記
』
の
記
事
に
は
、
同
時
代
に
生
き
た
定
家
と
宗
清
の
交
流

が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
『
明
月
記
』
の
紙
背
文
書

に
は
、
宗
清
か
ら
定
家
に
宛
て
た
書
状
が
残
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
さ

ら
に
深
い
交
流
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る）

2
（

。

石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
宗
清
亡
息
追
善
願
文
考

―
―
菅
原
為
長
の
『
本
朝
文
集
』
所
収
願
文
を
中
心
に
―
―

　
　
　
　
　
　
　

中
川　

真
弓
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先
述
し
た
よ
う
に
、
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
で
あ
っ
た
宗
清
が
定
家

に
執
筆
を
依
頼
し
た
の
が「
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」

で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
前
提
に
は
、
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
に
大
江

周
房
が
執
筆
し
た
願
文
（『
群
書
類
従
』
神
祇
部
所
収
「
権
別
当
宗
清
法
印

立
願
文
」）
の
存
在
が
あ
る
。
定
家
の
作
品
は
、
大
江
周
房
に
よ
る
真
名

文
を
訓
読
し
て
書
き
換
え
た
も
の
で
あ
る）

3
（

。

貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
十
年
の
年
記
を
も
つ
定
家
自
筆
本
が
伝
存

し
て
お
り）

4
（

、
双
方
の
願
文
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
定
家
が
真
名

文
を
ど
の
よ
う
に
訓
読
し
た
上
で
仮
名
文
に
移
し
た
か
を
具
体
的
に
た

ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
国
語
学
の
方
面
か
ら
の

研
究
も
豊
富
で
、
定
家
筆
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
言
語
事
象
と
そ
の

資
料
的
価
値
に
つ
い
て
研
究
が
深
め
ら
れ
て
い
る）

5
（

。

さ
ら
に
、
宗
清
を
願
主
と
す
る
願
文
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
に
、
石

清
水
八
幡
宮
が
所
蔵
し
、現
在
は
国
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る「
石

清
水
八
幡
宮
田
中
宗
清
願
文
」
二
巻
が
あ
る
。『
石
清
水
八
幡
宮
文
書

目
録
』
に
栗
之
部
の
栗
二
十
六
・
栗
二
十
七
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
お
り
、

『
本
朝
文
集
』
巻
六
十
五
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
一
巻
は
、
文
末
に
「
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
九
月
廿
日
」

の
日
付
が
あ
り
、
そ
の
下
に
「
仏
子
僧
宮
寺
権
別
当
法
印
大
和
尚
位
宗

清
」
と
位
署
書
き
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
は
、
四
条
盛
経
（
一
一
六
一

〜
一
二
三
五
）
の
作
文
で
あ
る
こ
と
、
世
尊
寺
行
能
（
一
一
七
九
〜
一
二

五
五
）
に
よ
る
清
書
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
巻
は
、
日
付
と
位
署
を
記
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
巻
末
の
一

紙
を
欠
い
て
い
る
が
、『
本
朝
文
集
』
所
収
の
当
該
願
文
に
よ
っ
て
、

日
付
は
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
七
月
十
七
日
、
願
主
は
同
じ
く
「
仏

子
法
印
大
和
尚
位
宗
清
」
で
あ
る
こ
と
、
藤
原
家
光
（
一
一
九
八
〜
一

二
三
六
）
が
作
者
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
清
書
者
は
、
書
体
の
特

徴
に
よ
っ
て
、
先
の
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
の
一
巻
と
同
じ
く
世
尊

寺
行
能
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

文
化
庁
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
て
い
る
「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ

ベ
ー
ス）

6
（

」
に
拠
れ
ば
、
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
右
の
願
文
に
つ
い

て
は
、石

清
水
八
幡
宮
法
印
田
中
宗
清
（
一
一
九
〇
―
一
二
三
七
年
）
が
発

願
者
と
な
っ
て
、
一
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
弟
章
清
の
冥
福
を
祈
る

追
善
供
養
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
願
文
二
巻
で
あ
る
。
宗
清
は
石

清
水
八
幡
宮
の
経
営
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
文
書
を
整
理
し
て

「
宮
寺
縁
事
抄
」
の
編
纂
を
行
う
な
ど
、
石
清
水
八
幡
宮
発
展
期

の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

と
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
引
用
傍
線
部
に
見
ら
れ
る
「
弟
章
清
」
は

誤
り
と
見
ら
れ
、
後
に
考
察
す
る
よ
う
に
、
章
清
は
宗
清
の
子
で
あ
る

と
す
る
の
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
願
文
二
首
の
内
容
を
見
る
と
、
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
九
月

二
十
日
付
の
願
文
は
、
章
清
の
四
十
九
日
供
養
の
際
の
も
の
（「
国
指

定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
五
七
日
忌
と
す
る
）、
天
福
元
年
（
一
二

三
三
）
七
月
十
七
日
付
の
願
文
は
、
章
清
の
一
周
忌
供
養
の
際
の
も
の

で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
本
朝
文
集
』
巻
六
十
六
所
収
、
菅
原
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為
長
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
「
為
二
亡
男
某
一
修
二
冥
福
一
願
文
〈
代
二
法

印
宗
清
一
〉」（
亡
男
某
の
為
に
冥
福
を
修
す
る
願
文
〈
法
印
宗
清
に
代
わ
り
て）

7
（

〉）

は
、
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
十
二
月
十
五
日
の
も
の
で
、
先
の
願
文

と
同
様
、
章
清
の
供
養
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
。
次
節
で
は
、
こ
の
願

文
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
取
り
上
げ
た
い
。

二　
「
亡
男
某
の
為
に
冥
福
を
修
す
る
願
文
〈
法
印
宗
清
に
代
わ

り
て
〉」

菅
原
為
長
が
執
筆
し
た
、『
本
朝
文
集
』
巻
六
十
六
（
国
史
大
系
本
）

所
収
願
文
の
内
容
を
検
討
す
る
た
め
に
、
本
文
と
訓
読
文
を
次
に
掲
げ

る
。
本
文
は
理
解
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
句
形
を
整
序
し
て
示
す
（
行

頭
に
行
数
を
示
す
）。
ま
た
訓
読
文
は
、
試
み
に
内
容
を
各
段
に
分
け
て

示
す
（
本
文
の
行
数
を
合
わ
せ
て
示
す
）。
句
読
点
は
私
に
施
し
た
。

【
本
文
】仏

子
宗
清
、

不
レ
堪
二
恋
子
之
心
一、

敬
凝
二
導
西
之
誠
一。

夫
、

5
生
死
之
界
者
空
法
也
、
無
レ
常
無
レ
免
、

父
子
之
道
者
天
性
也
、
有
レ
慈
有
レ
孝
。

始
終
有
レ
限
之
故
、
無
二
死
而
復
生
一、

老
少
不
定
之
故
、
有
二
子
之
先
レ一

父
。

魏
東
門
呉
之
不
レ
憂
、
若
是
悟
二
此
理
一
歟
、

10
唐
白
居
易
之
難
レ
忍
、
将
又
迷
二
此
理
一
歟
。

不
レ
憂
之
智
不
レ
可
レ
及
、

難
レ
忍
之
心
太
相
似
。

弟
子
有
レ
子
、
齢
已
十
六
歳
、

告
レ
離
惜
レ
離
、
悲
又
千
万
始
。

15　

憶
生
二
累
代
祠
官
之
家
一、
宜
下
継
二
吾
跡
一
兮
為
中
敬
神
之
器
上、

豈
図
赴
二
九
夜
永
隔
之
路
一、
可
レ
令
下
二
双
親
一
兮
営
中
成
仏
之
謀
上。

逝
水
不
レ
返
、
石
清
水
之
神
力
縦
難
レ
及
、

斯
土
所
レ
思
、
金
刹
土
之
仏
意
何
不
レ
憐
。

吁
嗟
、

20
訪
二
顔
黄
門
之
遺
誡
一、
七
月
半
之
望
在
レ
誰
、

言
二
心
丹
府
之
新
悲
一、
子
愁
亭
之
号
何
益
。

渓
気
向
レ
春
、
妬
三
猶
鶯
児
之
欲
二
再
出
一、

郷
信
何
日
、
恨
二
亦
雁
賓
之
不
レ一

可
レ
通
。

今
生
之
面
会
永
空
、

25
他
界
之
音
問
亦
絶
。

何
以
休
二
恋
慕
之
思
一、

何
以
知
二
罪
福
之
趣
一。

只
、

須
下
憑
二
大
雄
一
兮
為
二
使
鳥
一、

30
写
二
華
文
一
兮
代
中
芳
礼
上
者
也
。

仍
、
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黒
漆
厨
子
、

奉
四
造
―二
立
安
―三
置
三
寸
八
分
阿
弥
陀
如
来
像
一
体
一、

御
身
内
奉
レ
納
二
東
寺
仏
舎
利
一
粒
一。

35
正
面
左
扉
図
―二
絵
普
賢
菩
薩
像
一、

同
右
扉
図
―二
絵
大
菩
薩
御
体
一。

此
皆
以
前
供
養
早
畢
。
委
趣
見
二
彼
願
文
一。

其
後
夢
告
維
新
。
色
目
聊
有
二
相
違
一。

双
扉
之
右
、
改
二
大
菩
薩
御
体
一
兮
図
二
観
世
音
一。

40
厨
子
之
奥
、
左
扃
書
二
帝
釈
梵
字
一、
右
扃
書
二
炎
魔
天
梵
字
一。

中
奉
レ
移
二
大
菩
薩
御
体
一
兮
並
二
阿
弥
陀
一。

事
之
次
第
、
誠
以
有
レ
謂
。

奉
レ
模
―二
写

法
華
経
内
方
便
品
、
薬
草
喩
品
、
提
婆
品
、
寿
量
品
一。

45
奉
レ
書
―二
写

般
若
心
経
一
巻
、

悲
華
経
第
二
、

大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
一
巻
、

華
厳
経
第
十
六
夜
摩
天
宮
菩
薩
偈
説
品
一
巻
一。

50
加
レ
之
、

我
有
二
一
面
之
鏡
一、

已
為
二
三
代
之
宝
一。

幽
霊
若
継
二
弟
子
之
跡
一
者
、

此
物
可
レ
入
二
幽
霊
之
手
一
歟
。

55
今
先
二
于
我
一、

又
伝
二
于
誰
一。

為
レ
施
二
三
宝
一、

所
レ
鋳
二
一
磬
一
也
。

有
二
桂
月
之
輪
一、

60
有
二
蓮
花
之
形
一。

毎
レ
発
二
造
次
磬
声
一、
宜
レ
照
二
大
円
鏡
智
一。

又
、

変
二
三
尺
之
□
剣
一、
造
―二
成
于
剃
□
鬢
髪
之
器
一、

施
二
十
口
之
雲
衲
一、
廻
―二
向
于
摧
破
業
障
之
資
一。

65
方
今
、

当
二
窮
陰
之
月
一、

凝
二
和
南
之
霧
一。

幽
霊
流
転
之
業
、
共
二
流
景
一
而
謝
尽
、

幽
霊
花
報
之
粧
、
先
二
花
春
一
而
開
敷
。

70
法
眼
之
旧
名
、
尚
及
二
□
生
一、
再
得
二
法
眼
浄
之
位
一、

大
神
之
冥
助
、
何
限
二
今
世
一、
宜
レ
授
二
大
神
通
之
相
一。

先
詣
二
仏
所
一、
可
レ
励
二
引
導
於
慈
父
慈
母
万
歳
之
後
一、

若
成
二
仏
道
一、
可
レ
比
二
教
誡
於
浄
蔵
浄
眼
二
子
之
子
一。

心
結
二
後
縁
一、

75
再
得
二
相
□
一。

凡
厥
、

一
切
衆
生
、
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皆
成
二
仏
道
一。

敬
白
。

80　

貞
永
元
年
十
二
月
十
五
日

【
訓
読
】

仏
子
宗
清
、
恋
子
の
心
に
堪
え
ず
、
敬
ん
で
導
西
の
誠
を
凝
ら
す
。

（
第
一
段　

1
〜
3
行
目
）

夫
れ
、
生
死
の
界
は
空
法
な
り
、
常
無
く
免
る
る
こ
と
無
し
、
父
子

の
道
は
天
性
な
り
、
慈
し
み
有
り 
孝
有
り
。
始
終
限
り
有
る
が
故
に
、

死
し
て
復
た
生
ま
る
る
こ
と
無
く
、
老
少
不
定
の
故
に
、
子
の
父
に
先

ん
ず
る
こ
と
有
り
。
魏
の
東
門
呉
の
憂
へ
ざ
る
、
若
し
是
れ
此
の
理
を

悟
る
か
。
唐
の
白
居
易
の
忍
び
難
き
、
将
に
又
た
此
の
理
に
迷
ふ
か
。

憂
へ
ざ
る
智
、
及
ぶ
べ
か
ら
ず
、
忍
び
難
き
心
、
太
だ
相
ひ
似
た
り
。

（
第
二
段　

4
〜
12
行
目
）

弟
子 

子
有
り
、
齢 

已
に
十
六
歳
、
離
れ
を
告
げ
離
れ
を
惜
し
む
、

悲
し
み
又
た
千
万
始
む
。
憶
ふ
ら
く
、
累
代
祠
官
の
家
に
生
ま
れ
、
宜

し
く
吾
が
跡
を
継
ぎ
て
敬
神
の
器
と
為
る
べ
し
と
。
豈
に
図
ら
ん
や
、

九
夜
永
隔
の
路
に
赴
き
、
双
親
を
し
て
成
仏
の
謀
を
営
ま
し
む
べ
し
と

は
。
逝
く
水 

返
ら
ず
、
石
清
水
の
神
力 

縦
ひ
及
び
難
く
と
も
、
斯
の

土 

思
ふ
所
、
金
刹
土
の
仏
意 

何
ぞ
憐
れ
ま
ざ
ら
ん
。

（
第
三
段　

13
〜
18
行
目
）

吁
嗟
、
顔
黄
門
の
遺
誡
を
訪
ふ
に
、
七
月
半
の
望
み 

誰
に
在
ら
ん
。

心
丹
府
の
新
悲
を
言
ふ
に
、
子
愁
亭
の
号 

何
の
益
か
あ
ら
ん
。
渓
気 

春
に
向
か
ひ
、
猶
ほ
鶯
児
の
再
び
出
ん
と
す
る
を
妬
む
。
郷
信
何
れ
の

日
ぞ
、
亦
た
雁
賓
の
通
ふ
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
恨
む
。
今
生
の
面
会 

永
く
空
し
、
他
界
の
音
問 

亦
た
絶
ゆ
。
何
ぞ
以
て
恋
慕
の
思
ひ
を
休

め
ん
、
何
ぞ
以
て
罪
福
の
趣
き
を
知
ら
ん
。
只
だ
、
須
く
大
雄
を
憑
み

て
使
鳥
と
為
し
、
華
文
を
写
し
て
芳
礼
に
代
へ
ん
と
す
べ
き
も
の
な
り
。

（
第
四
段　

19
〜
30
行
目
）

仍
り
て
、
黒
漆
厨
子
、
三
寸
八
分
阿
弥
陀
如
来
像
一
体
を
造
立
・
安

置
し
奉
り
、
御
身
の
内
に
東
寺
仏
舎
利
一
粒
を
納
め
奉
る
。
正
面
左
扉

に
は
普
賢
菩
薩
像
を
図
絵
し
、
同
右
扉
に
は
大
菩
薩
の
御
体
を
図
絵
す
。

此
れ
皆 

以
前
の
供
養 

早
く
畢
り
ぬ
。
委
し
き
趣
は
彼
の
願
文
に
見
ゆ
。

其
の
後
夢
の
告
げ
維
れ
新
な
り
。
色
目
聊
か
相
違
有
り
。
双
扉
の
右
は
、

大
菩
薩
の
御
体
を
改
め
観
世
音
を
図
す
。
厨
子
の
奥
は
、
左
扃
に
帝
釈

の
梵
字
を
書
き
、
右
扃
に
炎
魔
天
の
梵
字
を
書
く
。
中
は
大
菩
薩
の
御

体
を
移
し
奉
り
阿
弥
陀
に
並
ぶ
。
事
の
次
第
、
誠
に
以
て
謂
れ
有
り
。

法
華
経
内
方
便
品
・
薬
草
喩
品
・
提
婆
品
・
寿
量
品
を
模
写
し
奉
り
、

般
若
心
経
一
巻
・
悲
華
経
第
二
・
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
一
巻
・

華
厳
経
第
十
六
夜
摩
天
宮
菩
薩
偈
説
品
一
巻
を
書
写
し
奉
る
。

（
第
五
段　

31
〜
49
行
目
）

し
か
の
み
な
ら
ず
、
我 

一
面
の
鏡
有
り
、
已
に
三
代
の
宝
と
為
す
。

幽
霊 
若
し
弟
子
の
跡
を
継
が
ば
、
此
の
物 

幽
霊
の
手
に
入
る
べ
き
か
。

今 
我
に
先
ん
ず
、
又
た
誰
に
伝
え
ん
。
三
宝
に
施
さ
ん
が
為
に
、
一

磬
を
鋳
る
所
な
り
。
桂
月
の
輪 

有
り
、
蓮
花
の
形 

有
り
。
造
次
の
磬

声
を
発
す
る
毎
に
、
宜
し
く
大
円
鏡
智
を
照
ら
す
べ
し
。
又
た
、
三
尺
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の
□
剣
を
変
じ
て
、
剃
□
鬢
髪
の
器
に
造
成
す
。
十
口
の
雲
衲
を
施
し

て
、
摧
破
業
障
の
資
に
廻
向
す
。 

（
第
六
段　

50
〜
64
行
目
）

方
に
今
、
窮
陰
の
月
に
当
た
り
、
和
南
の
霧
を
凝
ら
す
。
幽
霊
流
転

の
業
、
流
景
と
共
に
し
て
謝
尽
し
、
幽
霊
花
報
の
粧
、
花
春
に
先
ん
じ

て
開
敷
す
。
法
眼
の
旧
名
、
尚
ほ
□
生
に
及
び
、
再
び
法
眼
浄
の
位
を

得
ん
。
大
神
の
冥
助
、
何
ぞ
今
世
に
限
ら
ん
、
宜
し
く
大
神
通
の
相
を

授
く
べ
し
。
先
ん
じ
て
仏
所
に
詣
で
、
引
導
を
慈
父
慈
母 

万
歳
の
後

に
励
む
べ
し
。
若
し
仏
道
を
成
さ
ば
、
教
誡
を
浄
蔵
浄
眼 

二
子
の
子

に
比
ぶ
べ
し
。
心
し
て
後
縁
を
結
び
、
再
び
相
□
を
得
ん
。
凡
そ
厥
ち
、

一
切
衆
生
、
皆
仏
道
を
為
さ
ん
こ
と
を
。
敬
ん
で
白
す
。

（
第
七
段　

65
〜
79
行
目
）

　
　

貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
十
二
月
十
五
日

願
文
の
題
目
で
あ
る
「
為
二
亡
男
某
一
修
二
冥
福
一
願
文
〈
代
二
法
印
宗

清
一
〉」（
亡
男
某
の
為
に
冥
福
を
修
す
る
願
文
〈
法
印
宗
清
に
代
わ
り
て
〉）

に
お
け
る
「
亡
男
」
と
は
、
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
宗
清
の
子
、
章

清
を
指
す
。
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
九
月
二
十
日
付
の
章
清
四
十
九

日
供
養
願
文
や
、
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
七
月
十
七
日
付
の
章
清
一

周
忌
供
養
願
文
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
際
に
、
章
清
を
宗
清
の
「
弟
」
と

す
る
誤
解
が
生
じ
る
の
は
、
恐
ら
く
本
文
に
「
亡
弟
」
と
い
う
語
が
あ

る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
清
・
章
清
は
、
父
子
で
あ
る
と
同
時
に
、

石
清
水
八
幡
宮
寺
僧
と
い
う
師
弟
関
係
に
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

「
弟
子
」
と
い
う
意
味
で
「
亡
弟
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

実
際
に
願
文
を
読
む
と
、
そ
こ
に
は
両
者
が
紛
れ
も
な
く
父
子
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

願
文
を
、
試
み
に
大
き
く
七
段
に
分
け
た
。
願
文
の
前
半
（
第
一
〜

四
段
）
は
、
宗
清
の
、
子
を
失
っ
た
悲
し
み
が
切
々
と
述
べ
ら
れ
る
。

第
二
段
で
は
、
魏
の
東
門
呉
と
唐
の
白
居
易
の
例
が
対
句
で
示
さ
れ
て

い
る
。「
東
門
呉
」
は
、『
列
子
』
に
見
え
る
春
秋
戦
国
時
代
・
魏
の
人

物
で
あ
る
。
自
分
の
子
を
限
り
な
く
可
愛
が
っ
て
い
た
東
門
呉
が
、
そ

の
子
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
全
く
悲
し
ま
な
か
っ
た
の
で
、
妻
が
不
審

に
思
い
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
も
と
も
と
子
が
い
な
か
っ
た

と
き
は
全
く
憂
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。
今
、
子
が
死
ん
で
、
子
が
い
な

か
っ
た
以
前
の
状
況
と
同
じ
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
悲
し
ま
な
い
の
だ
」

と
答
え
た
と
い
う
。
願
文
は
、
そ
の
故
事
を
踏
ま
え
、
東
門
呉
が
生
死

の
理
を
悟
っ
て
い
た
か
と
述
べ
る
。
対
句
と
な
る
「
白
居
易
」
に
は
、

三
歳
で
亡
く
な
っ
た
金
鑾
子
と
い
う
女
児
が
い
た
。
白
居
易
の
詩
「
念

金
鑾
子
」
で
は
、「
況
念
夭
化
時
、
嘔
唖
初
学
語
。
始
知
骨
肉
愛
、
乃

是
憂
悲
聚
。
唯
思
未
有
前
、
以
理
遣
傷
苦
。（
況
ん
や
夭
化
の
時
を
念
ふ
に
、

嘔
唖
初
め
て
語
を
学
び
き
。
始
め
て
骨
肉
の
愛
を
知
る
、
乃
ち
是
れ
憂
悲
聚
ま

る
。
唯
だ
未
だ
有
ら
ざ
る
前
を
思
ひ
、
理
を
以
て
傷
苦
を
遣
る
。）」
と
あ
り
、

子
が
ま
だ
い
な
か
っ
た
頃
を
回
想
し
て
、
喪
失
体
験
の
苦
し
み
を
耐
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
願
文
で
は
、
東
門
呉
や
白
居
易
の
例
を
挙
げ
な
が

ら
、
宗
清
の
章
清
を
亡
く
し
た
こ
と
へ
の
哀
傷
の
念
が
切
々
と
綴
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
章
清
を
悼
み
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
な
供
養
を
具
体
的
に
し
た
の
か
と
い
う
内
容
へ
と
進
め
ら
れ
る
。
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第
五
段
は
、
宗
清
が
奉
納
し
た
供
養
物
の
列
挙
で
あ
る
。
黒
漆
厨
子

を
造
り
、
三
寸
八
分
の
阿
弥
陀
如
来
像
一
体
を
造
立
・
安
置
し
た
と
い

う
。願
文
に
は
そ
の
厨
子
内
側
の
詳
細
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、『
法

華
経
』
方
便
品
・
薬
草
喩
品
・
提
婆
品
・
寿
量
品
、『
般
若
心
経
』、『
悲

華
経
』、『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』、『
華
厳
経
』
夜
摩
天
宮
菩
薩

説
偈
品
第
十
六
な
ど
を
書
写
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
第
六
段
で
は
、

伝
来
の
鏡
や
三
尺
の
剣
を
鋳
直
し
て
、
仏
具
を
造
り
、
施
入
し
た
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
最
終
の
第
七
段
は
、
来
世
の
こ
と
を
祈
願
し
て

結
ば
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
第
五
段
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
供
養
物
の
う
ち
、
黒
漆
厨

子
は
、
こ
の
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
十
二
月
の
供
養
時
、
す
で
に
出

来
上
が
っ
て
い
た
も
の
で
、
文
中
に
も
「
此
れ
皆 

以
前
の
供
養 

早
く

畢
り
ぬ
。
委
し
き
趣
は
彼
の
願
文
に
見
ゆ
」
と
あ
る）

8
（

。
こ
の
黒
漆
厨
子

の
内
部
を
め
ぐ
り
、
為
長
の
願
文
か
ら
見
え
て
く
る
事
実
に
つ
い
て
、

次
節
で
考
察
を
加
え
た
い
。

三　
「
夢
」
の
前
後
―
―
黒
漆
厨
子
の
内
部
を
め
ぐ
っ
て

本
節
で
考
察
の
対
象
と
な
る
願
文
の
部
分
を
、
以
下
に
掲
げ
る
。

仍
、
黒
漆
厨
子
、
奉
四
造
―二
立
安
―三
置
三
寸
八
分
阿
弥
陀
如
来
像

一
体
一、
御
身
内
奉
レ
納
二
東
寺
仏
舎
利
一
粒
一。
正
面
左
扉
図
―二
絵
普

賢
菩
薩
像
一、
同
右
扉
図
―二
絵
大
菩
薩
御
体
一。
此
皆
以
前
供
養
早
畢
。

委
趣
見
二
彼
願
文
一。
其
後
夢
告
維
新
。
色
目
聊
有
二
相
違
一。
双
扉

之
右
、
改
二
大
菩
薩
御
体
一
兮
図
二
観
世
音
一。
厨
子
之
奥
、
左
扃

書
二
帝
釈
梵
字
一、
右
扃
書
二
炎
魔
天
梵
字
一。
中
奉
レ
移
二
大
菩
薩
御

体
一
兮
並
二
阿
弥
陀
一。
事
之
次
第
、
誠
以
有
レ
謂
。

（
仍
り
て
、
黒
漆
厨
子
、
三
寸
八
分
阿
弥
陀
如
来
像
一
体
を
造
立
・
安

置
し
奉
り
、
御
身
の
内
に
東
寺
の
仏
舎
利
一
粒
を
納
め
奉
る
。
正
面
左

扉
に
は
普
賢
菩
薩
像
を
図
絵
し
、
同
右
扉
に
は
大
菩
薩
の
御
体
を
図
絵
す
。

此
れ
皆
以
前
の
供
養
早
く
畢
り
ぬ
。
委
し
き
趣
は
彼
の
願
文
に
見
ゆ
。

其
の
後
夢
の
告
げ
維
れ
新
な
り
。
色
目
聊
か
相
違
有
り
。
双
扉
の
右
は
、

大
菩
薩
の
御
体
を
改
め
観
世
音
を
図
す
。
厨
子
の
奥
は
、
左
扃
に
帝
釈

の
梵
字
を
書
き
、
右
扃
に
炎
魔
天
の
梵
字
を
書
く
。
中
は
大
菩
薩
の
御

体
を
移
し
奉
り
阿
弥
陀
に
並
ぶ
。
事
の
次
第
、
誠
に
以
て
謂
れ
有
り
。）

宗
清
は
亡
息
章
清
の
た
め
に
黒
漆
厨
子
を
造
り
、
そ
の
中
に
東
寺
の

仏
舎
利
一
粒
を
納
め
た
三
寸
八
分
の
阿
弥
陀
如
来
像
を
安
置
し
た
。
厨

子
の
正
面
左
扉
に
は
普
賢
菩
薩
像
、
右
扉
に
は
大
菩
薩
像
が
描
か
れ
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
以
前
に
供
養
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
供
養
の
後
で
問
題
が
起
こ
る
。
厨
子
に
描
か
れ
た
絵
の
配
置
に
不

備
が
あ
っ
た
と
い
う
。そ
れ
を
知
ら
し
め
た
の
は〈
夢
の
告
げ
〉で
あ
っ

た
。夢

告
に
従
い
、
厨
子
の
正
面
右
扉
に
は
、
大
菩
薩
像
を
改
め
観
世
音

像
が
描
か
れ
た
。
厨
子
奥
の
左
扃
に
は
帝
釈
天
の
梵
字
、
右
扃
に
は
炎

魔
天
の
梵
字
が
追
加
さ
れ
た
。
そ
し
て
厨
子
奥
中
央
に
は
、
以
前
は
右

扉
に
描
か
れ
て
い
た
大
菩
薩
像
を
移
し
て
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
と
（
前
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後
に
）
並
べ
た
、
と
い
う
。
既
に
造
ら
れ
供
養
も
済
ま
さ
れ
て
い
た
厨

子
で
あ
っ
た
が
、
夢
告
に
よ
っ
て
尊
像
の
配
置
内
容
が
覆
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
以
下
に
、
配
置
換
え
に
つ
い
て
、
願
文
に
見
え
る
分
を
表
に

し
て
示
す
。

【
夢
告
の
前
後
と
尊
像
の
配
置
換
え
】

夢
告
前

夢
告
後

正
面
左
扉

普
賢
菩
薩
像
を
図
絵

―
―

正
面
右
扉

大
菩
薩
御
体
を
図
絵

観
世
音
（
聖
観
音
）
を
図
す

厨
子
奥
左
扃

―
―

帝
釈
天
梵
字

厨
子
奥
右
扃

―
―

炎
魔
天
梵
字

厨
子
奥
中

―
―

大
菩
薩
御
体
（
阿
弥
陀
に
並
ぶ
）

す
で
に
図
絵
さ
れ
て
い
る
尊
像
を
描
き
改
め
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ

相
応
の
〈
理
由
〉
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
大
菩
薩
像
」

す
な
わ
ち
八
幡
大
菩
薩
の
尊
像
が
中
央
の
阿
弥
陀
像
に
並
べ
ら
れ
た
こ

と
の
必
然
性
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

真
縁
上
人
は
、
愛
宕
護
山
の
月
輪
寺
に
住
せ
り
。
常
に
誓
願
を

起
て
て
曰
く
、
法
花
経
の
文
に
常
在
霊
鷲
山
、
及
余
諸
住
所
と
い

ふ
。
日
本
国
は
あ
に
入
ら
ざ
る
余
の
所
な
ら
む
や
。
然
ら
ば
面
り

に
生
身
の
仏
を
見
奉
ら
む
と
い
へ
り
。
…
…
第
八
巻
の
内
題
に
到

り
て
、
行
業
已
に
満
て
り
。
そ
の
夜
の
夢
に
曰
く
、
石
清
水
に
参

る
べ
し
、
云
々
と
い
ふ
。
か
の
宮
に
毎
朝
に
御
殿
の
戸
を
開
く
者

を
宮
主
と
謂
ふ
。
忽
ち
に
客
僧
の
御
帳
の
前
に
あ
る
を
見
て
、
大

き
に
驚
き
て
追
却
せ
む
と
を
欲
す
。
こ
の
間
に
石
清
水
別
当
〈
そ

の
名
を
失
ふ
〉
使
を
遣
し
て
、
宮
主
の
僧
に
告
げ
て
曰
く
、
神
殿

の
中
に
定
め
て
客
僧
あ
ら
む
。
左
右
に
す
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
今
夜

の
夢
の
中
に
霊
託
を
蒙
る
が
故
な
り
、
云
々
と
い
へ
り
。
こ
こ
に

知
り
ぬ
、
生
身
の
仏
は
、
則
ち
こ
れ
八
幡
大
菩
薩
な
る
こ
と
を
。

そ
の
本
覚
を
謂
は
ば
、
西
方
無
量
寿
如
来
な
り
。
真
縁
已
に
生
身

の
仏
を
見
奉
れ
り
。
あ
に
往
生
の
人
に
あ
ら
ず
や
。

（『
続
本
朝
往
生
伝
』
16　

真
縁
上
人　

原
漢
文）

9
（

）

「
西
方
無
量
寿
如
来
」と
は
阿
弥
陀
如
来
を
指
す
。日
本
思
想
大
系『
続

本
朝
往
生
伝
』
の
頭
注
は
、
石
清
水
八
幡
大
菩
薩
の
本
地
を
阿
弥
陀
如

来
と
す
る
最
も
古
い
例
で
あ
る
と
指
摘
す
る）

10
（

。
ま
た
、
宗
清
の
勧
進
状

（「
嘉
禄
元
年
宗
清
法
印
勧
進
文
」）
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る）
11
（

。

し
か
の
み
な
ら
ず
阿
弥
陀
如
来
は
、
す
な
わ
ち
わ
が
先
祖
武
内

大
臣
の
御
本
地
な
り
。
し
か
ら
ば
か
の
極
楽
教
主
の
機
縁
を
お
も

へ
ば
、
ま
さ
し
き
子
孫
の
身
と
云
べ
し
。
お
な
じ
娑
婆
世
界
の
引

摂
と
い
ふ
ら
ん
。
か
な
ら
ず
父
母
の
あ
は
れ
み
を
た
れ
た
ま
へ
。

阿
弥
陀
如
来
が
本
地
仏
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、「
大
菩
薩
御
体
」
の
厨
子
の
正
面
右
扉
か
ら
厨
子
奥
中
央
へ

の
〈
格
上
げ
〉
は
、
石
清
水
八
幡
宮
お
よ
び
宗
清
に
と
っ
て
必
然
性
を

も
っ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
夢
告
の
後
の
厨
子
に
つ
い
て
は
、
次
に
示
す
石
清

水
八
幡
宮
所
蔵
「
仏
像
目
録
」
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る）

12
（

。

「
仏
像
目
録
」
一
巻

ａ　
（
見
返
し
）

可
賜
修（

田
中
行
清
）

理
別
当
水
文
小
厨
子
并
白
木
大
厨
子
等
仏
菩
薩
目
録

嘉
禎
三
年
五
月
十
日

検
校
法
印
（
花
（
田
中
宗
清
）
押
）

ｂ

黒
染
小
厨
子

三
寸
八
分
阿
弥
陀
立
像
〈
泥　

仏
師
院
範
法
印
〉

左
扉
図
絵
普
賢
菩
薩

右
扉
図
絵
聖
観
音
像

後
中
央
大
菩
薩
御
体

絵
師
法
橋
勝
円

炎
魔
天
・
帝
尺
種
子
ヲ
左
右
付
之

本
尊
御
身
奉
納
物

亡
者
所
持
仏
舎
利
〈
安
貞
年
中
参
東
寺
、
自
奉
請
之
、〉

臍
緒　

髪

御
座
奉
納
宗
清
歯

「
仏
像
目
録
」
一
巻
は
、
引
用
ａ
の
見
返
し
に
見
ら
れ
る
墨
書
に
よ

れ
ば
、
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
五
月
十
日
、
宗
清
が
そ
の
子
修
理
別

当
行
清
に
譲
与
し
た
厨
子
等
に
納
め
ら
れ
た
仏
菩
薩
像
の
目
録
で
あ
る
。

厨
子
ご
と
に
、
納
め
ら
れ
て
い
る
仏
像
や
曼
荼
羅
等
が
示
さ
れ
、
作
者

や
そ
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
。
引
用
ｂ
は
「
仏
像
目
録
」
の
一
部
で

あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
先
に
考
察
を
加
え
た
厨
子
の
内
容
と
一
致
す

る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
三
寸
八
分
阿
弥
陀
立
像
」

は
仏
師
院
範
法
印
が
造
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
厨
子
内
部
の
絵

は
、
絵
師
法
橋
勝
円
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

先
行
研
究
に
お
い
て
、「
仏
像
目
録
」
は
主
に
彫
刻
史
的
関
心
か
ら
注

目
さ
れ
て
き
た
。
院
範
を
含
む
院
派
仏
師
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
中
で
、

山
本
勉
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る）

13
（

。

院
範
は
冒
頭
で
ふ
れ
た
三
寸
八
分
阿
弥
陀
立
像
の
ほ
か
に
も
、

同
寸
法
の
薬
師
像
、
ま
た
虚
空
蔵
像
を
つ
く
っ
て
い
る
。
阿
弥
陀

像
に
「
泥
」
と
注
記
が
あ
る
の
は
、
し
あ
げ
が
金
泥
塗
り
で
あ
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
像
の
像
内
に
は
、
宗

清
が
安
貞
年
中
に
東
寺
に
参
じ
、
も
ら
い
う
け
た
「
亡
者
所
持
仏

舎
利
」、
そ
し
て
宗
清
の
髪
・
へ
そ
の
緒
が
、
ま
た
台
座
内
に
は

宗
清
の
歯
が
納
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
宗
清
が
東
寺
に
お
い
て

仏
舎
利
を
え
た
の
は
、
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
に
行
清
が
し
る

し
た「
奉
納
地
皆
厳
浄
院
本
尊
等
身
釈
迦
仏
御
身
御
舎
利
已
下
事
」

に
よ
れ
ば
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
ろ
か
ら
、
本
目
録
の
し
る
さ
れ
た
嘉
禎
三
年
ま
で
に
、
こ
の

阿
弥
陀
像
の
製
作
年
代
を
ほ
ぼ
限
定
で
き
る
。

山
本
氏
は
、
阿
弥
陀
像
に
籠
め
ら
れ
た
納
入
物
に
つ
い
て
、
安
貞
二
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年
（
一
二
二
八
）
に
東
寺
で
も
ら
い
う
け
た
「
亡
者
所
持
仏
舎
利
」、「
臍

緒
」、「
髪
」
を
す
べ
て
宗
清
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た

し
か
に
、
台
座
内
に
奉
納
さ
れ
た
「
歯
」
に
つ
い
て
は
宗
清
の
名
が
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
彼
の
物
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
他
の
納
入
物
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
取
り
上

げ
た
願
文
を
見
る
と
、
東
寺
の
仏
舎
利
一
粒
を
阿
弥
陀
仏
像
に
納
入
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
仏
像
目
録
」
に
見
え
る
「
亡
者
所
持
仏

舎
利
」
の
「
亡
者
」
と
は
、
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
に
亡
く
な
っ
た

章
清
を
指
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
故
人
が
所
持
し
て
い
た
仏
舎

利
を
東
寺
で
も
ら
っ
た
」
と
す
る
よ
り
は
、「
東
寺
か
ら
も
ら
い
う
け
、

亡
者
が
所
持
し
て
い
た
仏
舎
利
」
と
解
釈
し
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
臍
緒
」
と
「
髪
」
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
「
亡
者
」
の
所
有

物
で
あ
り
、
宗
清
が
亡
く
な
っ
た
章
清
の
供
養
の
た
め
に
納
入
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

願
文
は
、
執
筆
者
の
作
品
で
あ
る
と
同
時
に
、
願
主
の
行
為
を
意
味

づ
け
る
史
料
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。
石
清
水
八
幡
宮
別
当
の
田
中
宗

清
に
よ
っ
て
執
筆
依
頼
さ
れ
た
願
文
は
数
種
あ
る
が
、
菅
原
為
長
を
作

者
と
す
る
『
本
朝
文
集
』
所
収
願
文
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

石
清
水
八
幡
宮
所
蔵
の
宗
清
願
文
に
も
着
目
し
、
多
角
的
に
検
討
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
解
釈
を
正
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
こ

の
考
察
に
よ
り
、
宗
清
が
亡
息
の
た
め
に
お
こ
な
っ
た
供
養
に
関
す
る

事
実
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

宗
清
を
願
主
と
す
る
願
文
群
は
、
原
物
が
現
存
し
、
執
筆
者
や
清
書

者
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
供
養

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
願
文

を
丹
念
に
精
査
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
創
作
活
動
や
そ
れ

に
関
わ
る
人
々
の
交
流
な
ど
、
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
事
象
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

注（1
）『
石
清
水
八
幡
宮
史
』
史
料 

第
四
輯
（
石
清
水
八
幡
宮
社
務
所
、
一
九

三
四
年
）、『
石
清
水
八
幡
宮
文
書
外　

筑
波
大
学
所
蔵
文
書
（
下
）』（
続
群

書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
九
年
）
等
所
収
史
料
参
照
。

（
2
）
藤
本
孝
一
「
田
中
宗
清
と
藤
原
定
家
」（
第
十
七
回
石
清
水
崇
敬
会
大
会

講
演
録
）（『
清
峯
』
三
〇
、
石
清
崇
敬
会
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
3
）
川
平
ひ
と
し
「
真
名
本
か
ら
仮
名
本
へ
―
―
〈『
詠
歌
之
大
概
』
享
受
史
〉

措
定
の
た
め
に
」（『
跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要
』
一
九
、
一
九
八
六
年
三
月
）

（
4
）『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
68　

古
文
書
集
』（
八
木
書
店
、
一

九
八
六
年
）
に
影
印
所
収
。
一
九
八
一
年
に
重
要
文
化
財
指
定
。

（
5
）
小
林
芳
規
「
石
清
水
文
書
田
中
宗
清
願
文
案
に
現
れ
た
藤
原
定
家
の
用

字
用
語
に
つ
い
て
」（『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
三
、
一
九
八
一
年
三
月
）。
ま
た
、

田
中
雅
和
氏
に
よ
る
一
連
の
研
究
が
あ
る
。

　

①
田
中
雅
和
「
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
二
種
（
漢
字
仮

名
交
り
文
・
和
化
漢
文
）
対
照
本
文
（『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
二
一
、
一
九

九
八
年
五
月
）
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②
田
中
雅
和
「
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
漢
字
索
引
（『
鎌

倉
時
代
語
研
究
』
二
一
、
一
九
九
八
年
五
月
）

　

③
田
中
雅
和
「
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
漢
字
仮
名
交
り

本
文
と
和
化
漢
文
本
文
と
の
対
照
考
察
（『
言
語
表
現
研
究
』
一
五
、
一
九

九
九
年
三
月
）

　

④
田
中
雅
和
「
和
化
漢
文
と
定
家
の
訓
読
―
―
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中

宗
清
願
文
案
に
お
け
る
助
詞
と
助
字
と
の
関
係
」（『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
二

二
、
一
九
九
九
年
五
月
）

　

⑤
田
中
雅
和
「
和
化
漢
文
の
定
家
の
訓
読
に
お
け
る
助
動
詞
―
―
岩
清
水
八

幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
に
お
け
る
助
動
詞
と
助
字
と
の
関
係
」（『
兵

庫
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
二
二
、
二
〇
〇
二
年
一
月
）

　

⑥
田
中
雅
和
「「
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
語
彙
索
引
（
自

立
語
篇
）」（『
兵
庫
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
二
四
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）

　

⑦
田
中
雅
和
「「
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
語
彙
索
引
（
附

属
語
篇
）」（『
兵
庫
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
二
五
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）

　

⑧
田
中
雅
和
「
藤
原
定
家
の
言
語
表
現
に
お
け
る
用
語
選
択
の
特
徴
―
―
田

中
宗
清
願
文
案
・
毎
月
抄
・
近
代
秀
歌
・
僻
案
抄
の
比
較
を
通
し
て
」（『
兵

庫
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
二
六
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）

（
6
）
平
成
九
年
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
る
文
化
庁
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
。

当
該
記
事
は
、
二
〇
一
四
年
九
月
十
五
日
閲
覧
。

（
7
）『
本
朝
文
集
』
に
は
、
典
拠
と
し
て
「
鳩
嶺
雑
文
」
の
書
名
が
記
さ
れ
て

い
る
。

（
8
）
こ
れ
以
前
の
供
養
の
願
文
と
し
て
は
、
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
七
月

十
七
日
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
願
文
の
原
本
は
後
欠
と
な
っ
て
お
り
、

『
本
朝
文
集
』
巻
六
十
五
の
本
文
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
そ
の
全
体
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
、
供
養
物
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
を
掲
げ
る
。

方
今
奉
図
絵
来
迎
阿
弥
陀
如
来
像
一
鋪
。
奉
模
写
妙
法
蓮
華
経
一
部
八

巻
。
無
量
義
。
観
普
賢
。
阿
弥
陀
。
心
等
経
各
一
巻
。
并
浄
土
三
部
経

等
。

（
9
）
日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）
に
よ
る
。

（
10
）
逵
日
出
典
『
八
幡
宮
寺
成
立
史
の
研
究
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇

〇
三
年
）
参
照
。

（
11
）『
群
書
類
従
』
第
二
輯
・
神
祇
部
所
収
。「
法
印
宗
清
勧
進
帳
」
と
し
て
『
大

日
本
古
文
書
』
石
清
水
文
書
巻
之
二
に
収
載
。

（
12
）『
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
五 

造
営
・
遷
宮
・
回
禄
』（
続
群
書
類
従
完

成
会
、
一
九
七
五
年
、
576
頁
）
に
よ
る
。「
仏
像
目
録
」
に
つ
い
て
は
、
夙

に
谷
信
一
「
石
清
水
八
幡
宮
記
録　

仏
菩
薩
目
録
（
公
刊
）」（『
美
術
研
究
』

四
一
、
一
九
三
五
年
五
月
）
で
紹
介
さ
れ
、『
大
日
本
史
料
』
に
も
収
録
さ

れ
て
い
る
。

（
13
）
山
本
勉
「
石
清
水
八
幡
宮
検
校
法
印
宗
清
の
「
仏
像
目
録
」
と
院
派
仏
師
」

（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
（
東
京
国
立
博
物
館
研
究
誌
）』
三
七
六
、
一
九
八
二
年

七
月
）

【
付
記
】

本
稿
は
、
平
成
26
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）「
中

世
寺
院
お
よ
び
博
士
家
に
お
け
る
願
文
作
品
の
基
礎
的
研
究
」（
課
題
番
号
２

３
・
４
０
０
７
６
）
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

（
な
か
が
わ
・
ま
ゆ
み　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）


